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７
・
12
災
害
を
踏
ま
え
、「
特

別
警
報
」
の
施
行
を
ど
の
よ
う
に
活
か
さ

れ
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
市
と
し
ま
し
て
も
昨

年
の
災
害
を
踏
ま
え
、
危
機
感
を
持
っ
て

や
っ
て
い
ま
す
。
最
も
重
要
な
こ
と
は
、

正
し
い
情
報
を
如
何
に
早
く
正
確
に
全
て

の
市
民
の
方
々
に
伝
え
る
か
で
あ
り
、
方

法
と
し
て
は
、
従
来
通
り
防
災
行
政
無
線
、

お
知
ら
せ
端
末
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
携

帯
の
安
心
安
全
メ
ー
ル
、
そ
し
て
エ
リ
ア

メ
ー
ル
等
、
全
て
の
情
報
伝
達
手
段
を
通

じ
て
、
サ
イ
レ
ン
放
送
と
と
も
に
周
知
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。
来
年
４
月
以
降
は
、

こ
の
「
特
別
警
報
」
が
発
せ
ら
れ
た
場
合

に
は
、
防
災
無
線
に
よ
る
Ｊ―

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ

Ｔ
の
瞬
時
放
送
が
可
能
に
な
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
し
っ
か
り
と
周
知
徹
底
を
し
て

い
た
だ
き
、
迅
速
に
安
全
に
市
民
が
避
難

で
き
る
よ
う
お
願
い
す
る
。
次
に
坂
梨
災

害
跡
地
に
「
命
の
森
を
」
緑
の
防
災
モ
デ

ル
に
し
て
い
こ
う
と
い
う
市
民
の
声
が
あ

る
。
現
在
、
日
本
中
で
過
去
に
起
き
た
こ

と
の
な
い
災
害
が
発
生
し
て
お
り
、
阿
蘇

の
こ
の
場
所
が
モ
デ
ル
と
な
っ
て
、
災
害

を
風
化
さ
せ
る
こ
と
の
な
い
街
づ
く
り
を

お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
が
、
今
後

の
市
と
し
て
の
考
え
は
。

　
　
　
　
　
　
坂
梨
地
区
の
国
道
57
号

線
・
福
岡
地
区
は
、
県
の
方
で
公
園
化
の

計
画
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
公
園
化

を
行
っ
た
う
え
で
、
環
境
、
景
観
保
全
、

観
光
資
源
の
開
発
、
地
域
の
憩
い
の
場
と

し
て
の
活
用
、
更
に
は
今
回
の
災
害
を
風

化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
防
災
意
識
を
高
め

る
た
め
の
公
園
と
し
て
、
ま
た
、
非
常
時

に
は
災
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
よ
う

な
構
造
と
な
る
よ
う
に
、
県
と
の
協
議
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
他
に
、「『
要
援
護
者
』
避
難
支
援
の
取

組
み
に
つ
い
て
」、「
避
難
所
に
お
け
る
生

活
環
境
整
備
に
つ
い
て
」、「『
い
じ
め
対

策
推
進
法
』
制
定
を
受
け
て
」、「
観
光
振

興
推
進
に

つ
い
て
」

の
質
問
が

あ
り
ま
し

た
。

安
心
安
全
防
災
対
策
等
に
つ
い
て
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再
々
の
質
問
に
な
る
が
、
宮
地

小
学
校
大
半
の
生
徒
が
通
学
す
る
市
道
小

堀
線
、
東
岳
川
橋
歩
道
橋
及
び
前
後
の
歩

道
設
置
計
画
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
　
　
　
　
　
平
成
23
年
度
に
計
画
し

た
橋
梁
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、
本
年

度
中
に
改
修
予
定
で
す
。

　
　
　
　
橋
か
ら
大
阿
蘇
病
院
ま
で
の
間
は
。

　
　
　
　
　
　
橋
か
ら
27
ｍ
に
つ
い
て
は
、

歩
道
を
同
時
に
設
置
、
そ
の
先
は
筆
界
未

定
地
に
つ
き
交
渉
を
急
い
で
、
早
め
に
舗

装
が
出
来
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
　
　
　
特
に
雨
天
時
は
危
険
で
あ
る
。

ま
た
、
筆
界
未
定
地
は
以
前
か
ら
の
懸
案

事
項
で
あ
り
、
早
期
解
決
を
願
う
。
ま
た
、

災
害
発
生
以
来
、
市
は
災
害
に
強
い
郷
土

造
り
（
復
興
）
を
目
指
し
て
来
た
。
復
旧

は
進
ん
で
い
る
が
復
興
と
い
う
意
味
で
は

未
だ
に
ほ
ど
遠
い
。
一
つ
に
地
域
の
人
々

の
強
い
思
い
が
あ
る
県
道
内
牧
〜
坂
梨
線

バ
イ
パ
ス
は
、
着
工
さ
れ
て
な
い
と
い
う

現
実
が
あ
る
。
こ
の
件
に
つ
い
て
、
県
へ

の
要
望
・
交
渉
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
　
　
　
　
各
地
区
に
お
い
て
今
回
整

備
が
出
来
な
け
れ
ば
と
い
う
危
機
感
も
あ

り
ま
す
。
用
地
を
は
じ
め
、
地
元
の
ご
協

力
を
願
い
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
県
へ
の

要
望
活
動
に
努
め
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
思
い
は
一
つ
で
、
災
害
時
の
避

難
路
、
ま
た
古
城
地
区
の
生
活
基
盤
の
整

備
で
す
。
地
域
と
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
十

分
に
行
い
、
住
民
の
不
安
が
な
い
よ
う
努

め
て
も
ら
い
た
い
が
。

　
　
　
　
　
　
道
路
期
成
会
を
立
ち
上
げ
、

県
と
の
協
議
、
要
望
を
さ
ら
に
進
め
ま
す
。

　
他
に
、
「
集
合
住
宅
の
設
置
の
考
え

は
」
、
「
老
朽
化
公
営
住
宅
跡
地
利
用
に

つ
い
て
」

の
質
問
が

あ
り
ま
し

た
。

田　中　則　次

　
　
　
　
県
道
内
牧
坂
梨
線
の
小
倉
、
山

田
間
の
道
路
拡
張
に
市
も
積
極
的
に
県
へ

の
要
請
を
。

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
区
間
に
つ
い
て

は
小
倉
の
東
か
ら
山
田
ま
で
約
６
０
０

メ
ー
ト
ル
あ
り
未
改
修
と
い
う
こ
と
で
す
。

毎
年
、
市
町
村
会
の
方
で
、
市
長
か
ら
も

強
く
要
望
し
て
い
た
だ
き
、
建
設
課
の
方

か
ら
も
、
振
興
局
の
土
木
部
の
方
に
毎
年

要
望
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
九
州
北

部
豪
雨
に
よ
り
内
牧
坂
梨
線
は
手
野
地
区

及
び
三
野
地
区
の
バ
イ
パ
ス
化
が
緊
急
の

対
策
と
し
て
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

小
倉
、
山
田
間
も
避
難
道
路
と
し
て
の
意

味
合
い
は
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
引
き

続
き
、
要
望
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
県
の
災
害
復
旧
復
興
予
算
は
２

０
０
億
円
く
ら
い
と
聞
い
て
い
る
が
、
総

予
算
又
は
現
在
の
状
況
は
ど
う
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
黒
川
激
特
事
業
は
当
初
１

８
３
億
円
、
そ
れ
に
黒
川
改
修
の
別
の
交

付
金
を
利
用
し
24
億
円
、
合
計
で
２
０
７

億
円
で
黒
川
改
修
事
業
の
総
予
算
と
い
う

こ
と
で
す
。
そ
の
内
訳
は
堆
積
土
砂
撤
去

に
約
４
億
円
、
遊
水
地
が
二
ヶ
所
で
１
３

１
億
円
、
輪
中
堤
・
宅
地
嵩
上
げ
で
48
億

円
、
内
牧
の
河
道
改
修
・
護
岸
整
備
で
24

億
円
、
合
計
の
２
０
７
億
円
で
す
。
小
倉

の
遊
水
地
は
、
中
小
河
川
整
備
計
画
と
い

う
事
業
で
現
在
ま
で
10
億
円
が
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
激
特
事
業
は
５
年
間
で
完
成
さ

れ
る
予
定
の
よ
う
で
す
。
小
倉
が
約
84
億

円
、
手
野
は
47
億
円
と
聞
い
て
い
ま
す
。

河
川
の
掘
削
に
つ
い
て
は
、
上
流
は
古
恵

川
ま
で
は
６
月
に
竣
工
し
た
と
い
う
事
で

す
。
下
流
域
は
内
牧
地
区
か
ら
古
恵
川
ま

で
の
約
10
㎞
は
本
年
度
に
完
成
予
定
と
い

う
事
で
す
。
内
牧
か
ら
下
流
域
の
乙
姫
川

か
ら
無
田
遊
水
地
ま
で
は
、
契
約
を
10
月

下
旬
の
予
定
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　
他
に「
水
力
、風
力
、メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー（
発

電
）
に
対
し
て
の
九
州
電
力
の
阿
蘇
地
区

の
対
応
に
つ
い
て
」、「
農
村
公
園
あ
ぴ
か

の
タ
ー
タ
ン

ト
ラ
ッ
ク
修

理
等
の
計
画

は
」
等
の
質

問
が
あ
り
ま

し
た
。

県
道
内
牧
坂
梨
線
の
道
路
拡
張
に
つ
い
て

湯　淺　正　司

安
心
安
全
な
生
活
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て

県道内牧坂梨線の小倉・山田間

改修予定の小堀線、東岳川橋
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園
田　
　
旧
ひ
の
く
に
会
館
は
、
東
日
本

大
震
災
の
被
災
者
、
被
災
企
業
の
救
済
を

目
的
に
、
公
立
学
校
共
済
組
合
よ
り
三
千

万
円
で
市
が
購
入
さ
れ
た
が
、
募
集
状
況

は
。
　
　
　
　
　
　
　
　
25
年
３
月
末
現
在
、

具
体
的
な
応
募
は
あ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

園
田　
　
募
集
方
法
は
。

　
　
　
　
　
　
全
国
市
長
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
を
通
じ
て
、
受
け
入
れ
企
業
等
の
募

集
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
昨
年
の
豪
雨
災
害
後
の
建
物
内

の
状
況
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
階
ロ
ビ
ー
を
中

心
に
15
㎝
〜
20
㎝
程
度
の
泥
が
堆
積
し
て

い
る
状
況
で
す
。

　
　
　
　
取
得
さ
れ
た
時
の
取
り
決
め
で
、

５
年
間
の
目
的
外
使
用
は
出
来
な
い
よ
う

だ
が
、
解
除
の
方
向
で
共
済
組
合
と
協
議

は
出
来
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
今
の
と
こ
ろ
、
救
済

施
設
以
外
で
検
討
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
今
後
の
市
長
の
お
考
え
は
。

　
　
　
　
　
　
地
域
の
活
性
化
と
阿
蘇
市

の
た
め
に
な
る
よ
う
に
活
用
出
来
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

園
田　
　
旧
コ
ア
ラ
の
現
状
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
物

件
は
、
金
融
機
関
か
ら
の
競
売
の
申
し
立

て
が
あ
っ
て
お
り
ま
し
た
。
過
去
に
地
元

の
方
で
も
動
き
が
あ
り
ま
し
た
が
、
土
地

と
建
物
の
所
有
者
の
違
い
や
取
得
の
金
額

等
が
問
題
に
な
り
、
中
止
に
な
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。

　
　
　
　
旧
コ
ア
ラ
に
つ
い
て
は
、
大
変

難
し
い
問
題
を
抱
え
て
い
る
と
は
思
う
が
、

商
店
街
の
中
に
は
年
間
十
万
人
も
の
方
々

が
足
を
運
ば
れ
て
い
る
食
堂
も
あ
る
。
先

を
し
っ
か
り
と
見
据
え
た
手
は
打
て
な
い

か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
っ
か
く
の

チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、
波
及
効
果
も
充
分

あ
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
商
店

街
の
方
々
の
連
携
で
や
ら
れ
る
べ
き
だ
と

考
え
ま
す
。

　
　
　
　
市
長
の
お
考
え
は
。

　
　
　
　
　
　
民
間
の
資
本
を
扱
う
こ
と

に
は
、
慎
重
を
期
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
他
に
、
「
内
牧
地
区
水
害
対
策
の
今
後

の
計
画
に
つ
い
て
」
の
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。

園　田　浩　文
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他
県
で
中
学
３
年
の
女
生
徒
が
、

花
火
見
物
後
の
帰
宅
途
中
に
襲
わ
れ
殺
害

さ
れ
ま
し
た
。
市
と
し
て
は
対
策
、
或
い

は
ど
の
様
な
指
導
を
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
学
校
で
は
、
各
地
域

の
保
護
者
と
協
議
し
、
通
学
路
を
決
定
し

ま
す
。
危
険
個
所
・
登
校
班
等
を
把
握
し

（
班
長
は
５
〜
６
年
生
）
、
毎
日
児
童
に

注
意
、
指
導
を
行
い
な
が
ら
登
校
し
て
い

る
状
況
で
す
。
ま
た
、
通
学
路
の
安
全
確

保
に
つ
い
て
は
、
登
下
校
時
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
協
力
員
と
い
う
事
で
市
民
の
方
に

公
募
し
、
現
在
１
１
０
名
の
方
々
に
、
早

朝
・
夕
方
に
１
時
間
程
度
ご
協
力
を
頂
い

て
い
ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル
や
事
故
に
巻
き
込

ま
れ
た
時
の
た
め
に
、
保
険
関
係
も
市
の

方
で
掛
け
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
７
月
２
日
付
け
で
、
農
業
委
員

会
か
ら
議
長
宛
に
女
性
登
用
要
望
書
が
提

出
さ
れ
た
と
聞
き
ま
し
た
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
村

に
と
っ
て
、
女
性
農
業
者
の
視
点
を
活
か

し
た
役
割
は
、
必
要
不
可
欠
な
存
在
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
議
会
の
方
か
ら
４
名

の
推
薦
枠
も
あ
り
ま
す
の
で
、
推
薦
委
員

に
つ
き
ま
し
て
は
、
出
来
る
限
り
女
性
の

登
用
を
お
願
い
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
転
倒
自
動
堰
の
交
換
に
つ
い
て

は
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
戸
川
河
川
に
あ
る

農
業
用
の
取
水
堰
の
事
で
す
が
、
本
年
度

の
改
修
工
事
に
伴
い
下
流
域
の
住
宅
へ
の

冠
水
等
の
心
配
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
安

心
・
安
全
の
た
め
に
市
も
中
に
入
っ
て
調

整
を
し
な
が
ら
用
水
組
合
と
下
流
域
の

方
々
が
納
得
さ
れ
た
う
え
で
、
覚
書
を
交

わ
す
所
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
も
携
わ
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
部
活
の
指
導
の
現
状
は
。

　
　
　
　
　
　

基
本
的
に
児

童
・
生
徒
の
指

導
は
、
い
か
な

る
場
合
も
体
罰

は
行
っ
て
は
な

ら
な
い
と
校
長

会
で
指
導
し
て

い
ま
す
。

児
童
・
生
徒
の
通
学
・
下
校
時
の
安
全
性
は

田　中　弘　子

旧
ひ
の
く
に
会
館
と
旧
コ
ア
ラ
跡
の
今
後
は

児童の登校風景

園
田

園
田

園
田

園
田

和
田
総
務
部
長

園
田

髙
木
総
務
課
長

園
田
内
牧
支
所
長

総
務
課
長

園
田

吉
良
観
光
ま
ち
づ
く
り
課
長

園
田

園
田

佐
藤
市
長

観
光
ま
ち
づ
く
り
課
長

佐
藤
市
長

田
中

田
中

石
嵜
農
業
委
員
会
事
務
局
長

田
中

田
中

教
育
課
長

本
山
農
政
課
長

日
田
教
育
課
長

体
罰
に
つ
い
て

成
川
転
倒
自
動
堰
に
つ
い
て

農
業
委
員
女
性
登
用
に
つ
い
て
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乙
姫
川
の
全
面
改
修
に
つ
い
て

お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
乙
姫
川
は
、

熊
本
県
が
管
理
し
て
い
る
川
で
、
去
年
も

今
年
も
被
害
が
あ
っ
て
、
８
ｍ
道
路
か
ら

下
流
は
立
派
に
改
修
し
て
あ
る
が
、
乙
姫

に
向
か
っ
た
方
は
竹
や
ぶ
で
、
県
の
方
に

お
願
い
し
て
改
修
し
て
頂
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
河
川
の
管
理
は
、
熊
本

県
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
下
流
の
部
分
が

終
わ
り
次
第
、
上
流
の
部
分
に
取
り
掛

か
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
、
市
か
ら
要
望
を

出
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　
阿
蘇
の
名
前
の
付
く
、
ご
当
地

ナ
ン
バ
ー
を
申
請
し
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か

と
思
う
が
、
阿
蘇
郡
内
に
は
何
台
く
ら
い

車
が
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
阿
蘇
郡
市
で
、
普
通

自
動
車
３
万
５
７
０
台
、
軽
自
動
車
３
万

３
５
８
台
で
す
。

　
　
　
　
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
の

市
長
の
考
え
は
。

　
　
　
　
　
　
過
去
に
国
土
交
通
省
の
方

の
自
動
車
関
係
の
方
に
行
っ
て
、
直
談
判

を
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
し
た
が
、「
登
録

台
数
十
万
台
」
と
い
う
の
が
基
準
で
あ
り
、

阿
蘇
郡
市
で
は
、
そ
こ
に
は
ま
だ
ま
だ
至

ら
な
い
と
い
う
事
で
断
念
し
た
経
緯
が
あ

り
ま
す
。
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
は
、
阿
蘇
市

の
将
来
に
も
良
い
宣
伝
に
な
る
と
思
い
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
私
ど
も
も
注
視
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
他
に
、「
耕
作
放
棄
田
に
つ
い
て
」
の

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

乙
姫
川
の
全
面
改
修
に
つ
い
て

野　田　好　一

　
　
　
　
民
間
移
譲
に
お
い
て
の
経
過
は
。

　
　
　
　
　
　
　
平
成
25
年
６
月
に
募
集

開
始
、
７
月
５
日
締
め
切
り
、
３
社
の
応

募
が
あ
り
７
月
10
日
審
査
会
、
７
月
19
日

に
㈱
ア
グ
リ
ス
ク
エ
ア
に
決
定
し
て
お
り

ま
す
。

　
　
　
　
ア
グ
リ
ス
ク
エ
ア
の
中
山
氏
は

新
聞
に
よ
る
と
、「
３
年
前
か
ら
知
っ
て

い
た
」
と
語
っ
て
お
り
、
最
初
か
ら
中
山

氏
あ
り
き
で
は
な
か
っ
た
の
か
、
更
に
は

今
年
の
３
月
頃
に
は
「
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後

の
完
成
図
を
見
た
」
と
い
う
話
が
あ
る
が
、

情
報
漏
洩
が
あ
っ
た
の
で
は
。

　
　
　
　
　
そ
の
当
時
は
、
全
然
知
り
合

い
で
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
完

成
図
に
つ
い
て
も
、
私
は
聞
い
て
お
り
ま

せ
ん
、
初
め
て
聞
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
審
査
に
お
い
て
、
ど
う
い
う
と

こ
ろ
の
評
価
が
良
か
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
　
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
内

容
は
、
市
の
条
例
で
不
開
示
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
も
し
言
え
る
と
す
る
な
ら
ば
、

全
般
的
な
業
務
計
画
、
実
現
性
あ
た
り
が

評
価
さ
れ
た
も
の
か
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
暴
力
行
為
等
で
昨
年
退
職
し
た

調
理
員
に
つ
い
て
は
。

　
　
　
　
　
中
山
さ
ん
に
お
願
い
し
て

雇
っ
た
経
緯
が
ご
ざ
い
ま
す
。
暴
力
行
為

は
、
お
互
い
大
人
の
対
応
で
解
決
し
て
お

り
ま
す
。
他
に
も
問
題
が
あ
り
、
や
む
な

き
と
言
う
事
で
、
１
ヶ
月
分
の
給
料
上
乗

せ
で
解
雇
と
い
う
形
を
と
っ
て
お
り
ま
す
。

　
逆
に
中
川
支
配
人
に
不
信
感
を
抱
い
て

お
り
ま
す
。
職
員
の
意
見
を
そ
の
都
度
し

か
言
わ
な
か
っ
た
こ
と
、
予
約
で
２
０
０

万
円
の
損
害
賠
償
を
打
た
れ
て
い
る
こ
と

で
す
。

　
　
　
　
民
営
化
後
の
職
員
の
雇
用
、
給

料
等
の
待
遇
は
。

　
　
　
　
　
継
続
雇
用
で
す
。
給
料
は
上

が
る
人
下
る
人
が
出
る
か
と
思
い
ま
す
。

退
職
金
に
つ
い
て
は
、
制
度
を
作
っ
た
方

が
い
い
の
で
は
と
話
し
て
お
り
ま
す
。

阿
蘇
い
こ
い
の
村
民
営
化
に
つ
い
て

大　倉　幸　也

乙姫川８ｍ道路から上流側

いこいの村

大
倉

大
倉

審
議
員

大
倉

審
議
員

大
倉

審
議
員

審
議
員

大
倉

渡
邊
審
議
員

野
田

佐
藤
市
長

井
建
設
課
長

野
田

山
口
税
務
課
長

野
田
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
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